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利根川水系鬼怒川河川整備計画変更
について



第１回：利根川水系鬼怒川河川整備計画（変更原案）の公表 【令和８年1月7日】

第2回：利根川水系鬼怒川河川整備計画（変更案）の公表 【令和８年2月13日】

利根川水系鬼怒川河川整備計画（変更） 【令和８年3月30日】
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利根川水系鬼怒川河川整備計画変更について （変更までの経過）

利根川水系鬼怒川河川整備計画 の策定 【平成28年2月26日】

 令和3年9月 鬼怒川緊急対策プロジェクト ハード対策完了
 令和6年7月 利根川水系河川整備基本方針 変更（気候変動対応）
 令和7年3月 利根川水系利根川・江戸川河川整備計画 変更（気候変動対応）

鬼怒川・小貝川河川整備計画
関係県会議

鬼怒川河川整備計画
有識者会議
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• 堤防の高さや
幅が不足して
いる区間や樋
管の老朽化対
策とあわせて、
堤防整備を行
います。

• 洪水を安全
に流すため
に必要な河
道断面を確
保します。

• 必要な高水
敷幅が確保
されていな
い箇所等に
おいて堤防
や河岸の侵
食対策を実
施します。堤防整備の例

整備後

低水護岸整備例

▲左岸 筑西市伊佐山地先 右岸 宇都宮市下岡本町地先▲右岸 八千代町野爪地先▲

【気候変動をふまえた新たな目標】
• 基準地点石井において目指す安全の水準を、気候変動を踏まえた年超過確率1/50とした8,600m3/sとし、このうち、事前放流を含め洪
水調節施設等により4,000m3/sを調節し、河道整備において対象とする流量は4,600m3/sとして、洪水による災害の発生の防止又は軽
減を図る。

• 鬼怒川は、鬼怒沼を水源とし、栃木県と茨城県を流下し、茨城県守谷市で利根川に合流する一
級河川です。
・幹川流路延長 177km ・流域面積 1,761km2 ・流域内人口 55万人
・流域市町村 16市町（茨城県︓6市1町、栃木県︓6市3町）

• 鬼怒川流域は、上流域の面積が比較的広く、下流に行くほど狭い河川です。
• 広い川幅と砂礫の河床の中を流れる鬼怒川中流部では、22箇所の霞堤を整備し、下流部の狭い
川幅の区間では連続堤の整備を実施してきました。

整備後整備後

流域及び河道特性流域及び河道特性

主な洪水（戦後最大被害となった平成27年9月関東・東北豪雨）主な洪水（戦後最大被害となった平成27年9月関東・東北豪雨）

気候変動をふまえた新たな目標及び達成するための主な整備メニュー気候変動をふまえた新たな目標及び達成するための主な整備メニュー

■ 堤防整備 ■ 侵食対策■ 河道掘削等計画対象期間は、概ね30年間です。

流域及び計画対象区間流域及び計画対象区間

鬼怒川流域

• 平成27年9月の関東・東北豪雨では、栃木県日光市の五十里
雨量観測所において昭和50年の観測開始以来最多の24時間
雨量560mmを記録するなど、各観測所で観測史上最多雨量
を記録しました。

• この洪水により、常総市三坂町地先の鬼怒川左岸で決壊が生
じ、常総市の約1/3に相当する約40㎞２が浸水し、常総市役
所も浸水するなど大きな被害でした。

鬼怒川緊急対策プロジェクトの実施鬼怒川緊急対策プロジェクトの実施
• 平成27年関東・東北豪雨で大きな被災を受けた鬼怒川下流域で
は、国、茨城県、鬼怒川下流部の７つの市町が主体となって、
ハード・ソフトを一体化した緊急的な治水対策を行う「鬼怒川緊
急対策プロジェクト」を立ち上げ、令和3年9月にハード対策が
完了しました。

鬼怒川河川整備計画（H28）の進捗鬼怒川河川整備計画（H28）の進捗

進捗率 R7.3時点主な整備内容

約98%堤防の整備

完了河道掘削

完了支川合流点処理（田川合流点）

約31%侵食対策

• H28河川整備計画において、下流域においては、再度災害防止を目的に堤
防決壊箇所の本格的復旧、堤防の整備、河道掘削、上流域においては、堤
防の浸食対策を実施しています。鬼怒川緊急対策プロジェクトの完了等に
伴い、下流部の流下能力を確保する対策はほぼ完了しています。

水海道
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利
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■
石井

単位︓m3/s

■︓基準地点
●︓主要な地点

河道掘削の例

当雨量線図（9月8日〜10日累加データ）

現行 4,600 → 4,300 →

変更 4,600 → 4,400 →

家屋等流出状況

決壊箇所と浸水状況

常総市役所前の浸水状況

決壊箇所

家屋等流出状況
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計
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4,600

6,600

4,600

8,600

河道配分流量

洪水調節流量

整
備
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画
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H28河川整備計画 変更整備計画

着手式の様子

H28河川整備計画に引き続き、堤防整備や侵食対策を実施するとともに、河道の目標流量の変更に伴い洪水を安全に流下させるた

めに必要な河道掘削や樹木伐採を実施する。
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利根川水系鬼怒川河川整備計画変更について （概要）

■ 整備メニュー位置図

凡 例

堤防整備(築堤) 約1.2km

堤防整備(老朽樋管対策)11箇所

河道掘削等 約7.0km

侵食対策 約12.4km

基準地点

主要な地点



河川環境の整備と保全に関する目標河川環境の整備と保全に関する目標

床止
頭首工

2. 水生生物が本川と水路・堤内地等の行き来
・樋管の改修により水生生物の移動経路創出

5. 近隣の流域からオオヨシキリ等が飛来
• オオヨシキリが繁殖できるヨシ原の保全・創出

1. 魚道の改修によるアユやサケ等の回遊魚の移
動経路を確保

4. 本川及び支川の行き来
6. 環境教育、外来種駆除等

のイベントを開催

3. 湧水由来等のワンドたまりが形成されム
サシノジュズカケハゼ等が生息

• ムサシノジュズカケハゼが生息・繁殖
できるワンドたまりを保全・創出

6. 環境教育等のイベントを開
催

生態系ネットワークの形成

凡例（生態系ネットワークの類型）

1. 縦断的なネットワーク

2. 横断的なネットワーク

3. 垂直方向のネットワーク

4. 水系の中（水系網）のネットワーク

5. 水系をまたぐネットワーク

6. 川と人々のつながり

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

サイクリングロード（河川管理
用通路）の整備
サイクリングロード（河川管理
用通路）の整備

勝瓜頭首工における魚道
整備の事例
勝瓜頭首工における魚道
整備の事例

※赤字：今回の変更値、括弧内は前回値
R6.7基本方針変更にて水利流量等を最新の値で見直し、正常流量を変更

流水の正常な機能を維持するために
必要な流量（m3/s）地点名河川

非かんがい期かんがい期

（7）8（45）51佐 貫鬼怒川

正常流量の設定

水利用の状況

※指定区間ならびに支川を含む鬼怒川流域における水利権量

渇水時の対応

渇水対策が必要となる場合は、
鬼怒川水利調整連絡会・鬼怒川
上流利水調整連絡会等を通じ、
情報提供、適切な低水管理、水
利使用の調整等を行います。
【令和６年渇水の状況】
取水制限期間：7/19～9/23

（56日間）
取水制限率：10％

鬼怒川水利調整連絡会・鬼怒川上流利水
調整連絡会の開催状況（令和6年渇水）
鬼怒川水利調整連絡会・鬼怒川上流利水
調整連絡会の開催状況（令和6年渇水）

栃木県

地元小学生による外来種駆除作
業の様子
地元小学生による外来種駆除作
業の様子

6. サイクリングロード ・リバー
スポットの整備

茨城県

5. 近隣の流域からイカルチドリ等が飛来
• イカルチドリが生息・繁殖できる礫

河原の保全・創出

流域全体にわたる生態系ネットワークの形成のため、回遊性魚類のための縦断的な河川連続性の確保や、樋管の改修による鬼怒川
からの横断方向の水路ネットワークの保全・創出、湧水由来のワンド・たまりなどの垂直方向のネットワークの保全・創出、水系
をまたいで移動する鳥類の生殖・繁殖場となるヨシ原や、礫河原の保全・創出を図ります。

鬼怒川流域

大谷川

田
川

鬼
怒
川

鬼怒川流域の河川水は主に上流域にて発電用水として利用された
後、農業用水として耕地のかんがいに利用されています。

河川整備等の実施に当たっては、河川環境が良好な区間（代表区間）や良好な環境が形成されていた年代を参考に目標とする水準を設定し、良好な
環境を保全するとともに、治水と環境の調和を図りながら河川環境の向上を図ります。

また、代表的な環境区分（中流部、下流部）ごとに河川環境の保全・創出の方針を定めました。改修により創出される環境を定量的かつ重点的に調査・
管理していく区間をそれぞれ中流部と下流部で定め、改修形状や管理方法による環境の変化の状況等を正確に把握し、治水と環境の調和、順応的な
維持管理、市民等との連携を図り、将来に向けて良好な河川環境を保全します。

河川環境の保全・創出の方針と定量目標の設定

ワンド・たまり
(ムサシノジュズカ
ケハゼ)創出

礫河原
(イカルチドリ、
カワラノギク等)
創出

大型連節ブロックの覆土により、河川横断方
向の環境の連続性を確保

地盤切り下げと合わせた外来種の駆除 高水敷の整備に合わせて外来種を駆除。草地化工法等によ
り早期に草地環境とすることで樹林化を抑制。樹林化した
場合は維持伐採を適正に実施

侵食対策と合わせた周辺環境の一体的な整備により、礫河原及びワンド・たまりを創出
水際形状や縦横断的な断面形状を工夫し、環境要因の質的向上を図る

掘削と合わせた外来種の駆除

ヨシ原（水生植物帯）
(オオヨシキリ)創出

・河道掘削により地盤高を下げ、冠水頻度を上げる
・ヨシ原（水生植物帯）を創出すると共にヤナギの

侵入を抑制
・水際形状や縦横断的な断面形状の工夫により多様

な環境を創出し、環境要因の質的向上を図る

下流部︓河道掘削及び樹木伐採時における環境の保全・創出の考え方

中流部︓侵食対策時における環境の保全・創出の考え方

民間企業の社員が、礫河原保全地の除草
作業を実施
民間企業の社員が、礫河原保全地の除草
作業を実施

コアジサシ

イカルチドリ

カワラノギク カワラニガ
ナ

ﾑｻｼﾉｼﾞｭｽﾞｶｹﾊｾﾞカワラバッタ

※モニタリング指標種：環境定量目標を定
めた生息・生育の状態変化を指標する種

オオヨシキリ

順応的維持管理の実施
【モニタリング指標種 ※】

【モニタリング指標種】

下流部 （3～44k）中流部 （44～101.5k）

水系をまたいで移動するオオヨシキリ等の鳥類が生
息・繁殖するヨシ原（水生植物帯）が形成されていま
す。

【代表区間】 21k区間
【目標とする年代】 平成14年頃

（ヨシ原（水生植物帯））

カワラノギク、カワラニガナ等の植物、カワラバッタ等の昆虫
類、水系をまたいで移動するイカルチドリ、コアジサシ等の鳥
類の生息・生育・繁殖の場となる礫河原が形成されています。
ムサシノジュズカケハゼ等の魚類が生息・繁殖している湧水
由来等のワンド・たまりの環境が形成されています。
【代表区間】 85k区間
【目標とする年代】 平成14年頃 （礫河原環境）

令和3年頃（ワンド・たまり環境）

特徴的な環境

「ヨシ原（水生植物帯）」の保全・創出を基本とします。「礫河原」、「ワンド・たまり」の保全・創出を基本とします。保全・創出の方針

8～9k区間
他の区間では維持されている生息・繁殖するヨシ原
（水生植物帯）が消失してしまっているため設定

河道掘削工事に合わせてヨシ原（水生植物帯）の面
積が4.4ha程度存在するようにします。

62～63k区間
他の区間と比較して、特に外来植物が増加し礫河原環境の
減少がみられるため設定。

侵食対策工事に合わせて礫河原環境（自然裸地と礫河原植
物帯）の面積が6.8ha程度存在するようにします。
ワンド・たまり環境の面積が2.1ha程度存在するようにします。

重点区間
（定量目標
設定区間）

定量目標

河川水辺の国勢調査や航空写真、定期縦横断測量、
河川巡視等の調査を活用して定期的なモニタリングを
効率的に行い、地域の活動団体との連携による生物
調査等も活用しながら保全・創出した環境の変化を継
続的にとらえ、必要に応じて維持管理等の対応を行う
ことで、順応的な河川環境管理を進めます。
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